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「マイナンバー制度について」

阿
賀
野
民
商
婦
人
部
総
会
日
程
き
ま
る

４
月
に
入
り
、
婦
人
部
は
役
員
会
を
開
催
し
、
総
会
の
日
程

を
き
め
ま
し
た
。

今
年
の
総
会
の
会
場
は
湯
田
上
温
泉

の
「
初
音
」
で
す
。
婦
人
部
員
へ
は
総
会

の
案
内
と
署
名
３
種
類
、
大
人
の
ス
マ
ホ

教
室
の
案
内
等
を
送
り
ま
す
。

総
会
後
は
昼
食
と
な
り
ま
す
。(

温
泉
入
浴
も
可
能
）



日

時

５
月
２
１
日
（
日
）

午
前
１
１
時
か
ら
午
後
２
時
頃
ま
で


会

場

湯
田
上
温
泉
「
初
音
」


参
加
費

２
０
０
０
円

集
ま
っ
て
行
く
方
は
１
０
時
民
商
集
合
・
出
発

第
３
回

大
人
の
ス
マ
ホ
教
室



日

時

５
月
１
４
日
（
日
）
午
後
１
時
３
０

分
～



場

所

新
潟
テ
ル
サ

３
階

研
修
室
②



参
加
費

無
料



講

師

さ
と
う

智
明

さ
ん

主
催

新
潟
県
商
工
団
体
連
合
会
婦
人
部
協
議
会

参
加
申
込
み
は
民
商
ま
で



４
月
に
入
り
「
建
設
業
許
可
申

請
等
の
手
引
」
が
改
定
さ
れ
、

「
毎
事
業
年
度
終
了
後
の
変
更

届
に
つ
い
て
『
工
事
経
歴
書
の

実
績
を
確
認
す
る
資
料
』
は
添

付
省
略
可
能
」
と
な
り
ま
し
た
。

※
電
子
申
請
に
お
い
て
添
付
省
略
と
な

っ
た
た
め
）

建
設
業
許
可
１
１
条
変
更
（
年
度
変
更
）
届

工
事
経
歴
書
の
実
績
を
確
認
で
き
る
資
料
の
添
付
省
略

許
可
の
新
規
申
請
等
の
場
合
は
『
工
事
経
歴
書
の
実
績
を
確

認
す
る
資
料
』
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

斎
藤
弁
護
士
は
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
今
も
昔

も
あ
ま
り
役
に
立
っ
て
い
な
い
し
国
民
も
理
解
を
し

て
い
な
い
、
カ
ー
ド
の
取
得
率
も
７
割
を
超
え
て
い
る

が
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
と
保
険
証
の
一
体
化
で
、
ほ
と
ん

ど
ア
メ
と
ム
チ
で
誘
導
し
て
い
る
。
こ
れ
が
な
け
れ
ば

取
得
率
も
５
０
％
も
い
っ
て
い
な
か
っ
た
。
半
分
以
上

の
国
民
が
必
要
や
危
険
性
を
も
っ
て
い
る
実
態
が
あ

る
。
」
（
実
際
に
韓
国
、
ア
メ
リ
カ
で
な
り
す
ま
し
被

害
が
生
じ
て
い
る
）
と
述
べ
ま
し
た
。

日
本
で
も
２
月
に
、
タ
イ
人
の
女
性
（
１
７
歳
）
が

窃
盗
で
逮
捕
さ
れ
ま
し
た
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

（
実
在
す
る
成
人
女
性
）
を
所
持
、
捜
査
当
局
も
気
づ

か
ず
弁
護
人
が
身
元
引
受
人
を
探
す
中
で
タ
イ
人
だ

と
わ
か
っ
た
そ
う
で
す
。

改
め
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
必
要
性
が
問
わ

れ
る
問
題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

第
４
２
回
新
商
連
婦
人

部
協
議
会
定
期
総
会
が
４

月
１
６
日
（
新
潟
テ
ル
サ
）

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

記
念
講
演
を
斎
藤
裕
弁

護
士
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
に
つ
い
て
」
を
聞
い
て

き
ま
し
た
。

阿
賀
野
民
商
婦
人
部
か

ら
、
３
名
の
部
員
が
参
加

し
ま
し
た
。


